
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＴＥＸによるＣｕｂｅ―Ｂｒａｓｓ―Ｓ方位３０％ＯＤＦ図、ｒａｎｄｏｍ評価 

 

 

 

 

 

 

 

 ＭＴＥＸでＯＤＦ作成―＞再計算極点図をＥｘｐｏｒｔ 

 Ｅｘｐｏｒｔした完全極点図から不完全極点図（１５－＞９０）を３面 

 各種ＯＤＦ(MTEX,LaboTex,TexTools,StandardODF,newODF（評価版）)でｒａｎｄｏｍ計算 

 ＭＴＥＸデータでも正確なｒａｎｄｏｍ計算はＬａｂｏＴｅｘのみであった。 

 比較の為に暫定版のｎｅｗＯＤＦも掲載したが、現在は改善されている可能があります。 

 最新パッケージには、DATA/RandomLevel以下にテストデータを収録しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０９月０５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

         SourceHolder/MTEX 



概要 

 従来、VolumeFraction解析用の ODF図は LaboTexで作成していたが、作成されるプロファイルを 

   変えるため、MTEXの機能を利用する。 

ＭＴＥＸでＣｕｂｅ（３０％）、Ｂｒａｓｓ（３０％）、Ｓ（３０％），ｒａｎｄｏｍ（１０％）ＯＤＦ作成 

CS= crystalSymmetry('cubic') 

SS = specimenSymmetry('1') 

Ori1 = orientation.byMiller([1 0 0],[0 0 1],CS) 

Ori2 = orientation.byMiller([1 1 0],[1 -1 2],CS) 

Ori3 = orientation.byMiller([1 3 2],[6 -4 3],CS) 

psi = vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',5*degree) 

odf=0.3* unimodalODF(Ori1,psi)+0.3* unimodalODF(Ori2,psi)+0.3* unimodalODF(Ori3,psi) 

 

random = uniformODF(CS,SS) 

odf=0.3* unimodalODF(Ori1,psi)+0.3* unimodalODF(Ori2,psi)+0.3* unimodalODF(Ori3,psi)+0.1*random 

 



ＯＤＦ，再計算極点図 Export 

h = {Miller(1,1,1,CS),Miller(2,0,0,CS),Miller(2,2,0,CS)} 

rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

 

 

作成したＯＤＦを評価（ｒａｎｄｏｍは１０％） 

  

 まだ、ｒａｎｄｏｍ＝１０％を保っている。 

 



反射法極点図－triclinic->orthorhombic（ＣＴＲソフトウエア） 

 

このデータから各種ＯＤＦで解析を行う。 

ＭＴＥＸでＯＤＦ計算し、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでｒａｎｄｏｍ評価 

 

 ｒａｎｄｏｍ＝１％ Ｇｈｏｓｔの影響でｒａｎｄｏｍ計算できない。 (BOX1000) 

 

  Step=0.05  0->1.0 Step=0.05 

 

 

Ghostの影響 



ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ計算し、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでｒａｎｄｏｍ評価 

  

 

 ｒａｎｄｏｍ＝９％を検出する。 (BOX1000)   

  Step=0.05   0->1.0 Step=0.05 

   

Ghostはほとんどなし 

参考 

VolumeFraction結果ではありません 



ＴｅｘＴｏｏｌｓでＯＤＦ計算し、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでｒａｎｄｏｍ計算 

 

 

  

 ｒａｎｄｏｍ＝７％ (BOX1000) 

 Ｃｕｂｅ方位が異常に大きい 

  Step=0.05   0->1.0 Step=0.05 

   

Ghostは少ない 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでＯＤＦ計算し、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでｒａｎｄｏｍ評価 

 

  

 ｒａｎｄｏｍ検出出来ない。 

Step=0.05   0->1.0 Step=0.05 

    

Ghostの影響 



ＮｅｗＯＤＦ（暫定版）でＯＤＦ計算し、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでｒａｎｄｏｍ評価 

WIMVモード（バックグランドフィット）     WIMVモード（フィットなし） 

  

   

 ｒａｎｄｏｍ＝５％  (BOX1000) ｒａｎｄｏｍ＝５％ (BOX1000) 

０－＞１．０をｓｔｅｐ＝０．０５ 

  

 

 

 

 

 

Ghostの影響 Ghostの影響 



ｎｅｗＯＤＦで全ての方位を指定できる場合 

コンポートモード 

  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンポーネントモデルで全ての方位を指定できればｒａｎｄｏｍを検出できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇｈｏｓｔなし 



ｎｅｗＯＤＦでｃｕｂｅ，ｂｒａｓｓを指定し、Ｓを指定しない場合 

（方位全てを指定できない場合） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデル全て指定出来ないと、指定した方位計算が不安定になり（３０％－＞１７ｏｒ１８％）、 

（等方性＋その他）が等方性になってしまう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 配向材料に残留ｒａｎｄｏｍ成分の定量を行う場合、Ｇｈｏｓｔの影響が問題になります。 

   今回の評価では、ＬａｂｏＴｅｘ、ＴｅｘＴｏｏｌｓはＧｈｏｓｔが少なく、 

   ＳｔａｂｄａｒｄＯＤＦ，ＭＴＥＸ，ｎｅｗＯＤＦはＧｈｏｓｔが目立ちました。 

   従来、間接法はＧｈｏｓｔが発生し、直接法は発生が少ないと考えていました。 

   確かにＨｅｒｍｏｎｉｃ法であるＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦとＭＴＥＸは発生しているが 

   直接法であるＷＩＭＶでＧｈｏｓｔが目立ちます。（ＷＩＮＶは改良されている可能性あり） 

   ＬａｂｏＴｅｘはＡＤＣでＧｈｏｓｔが少なく、ｒａｎｄｏｍ評価の基準をしめしています。 

   ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ解析を行った際のｂａｃｋｇｒｏｕｎｄの評価時 

   ｂａｃｋｇｒｏｕｄ＝ｒａｎｄｏｍ（等方性）＋その他方位の判断として使えます。 

   ＯＤＦ解析時の方位密度１．０以下を大切にして下さい。 

 

    

 Ｍａｘ：ｒａｎｄｏｍ（等方性）含有量（Ｍａｘ＊１００％） 

 Ａｖｅｒａｇｅ： 方位１．０以下の平均値（全方位平均値） 

 Ｍａｘ±０．３Ａｖｅｒａｇｅ： 最高位置±０．３の平均値（Ghostの多い解析法の参考値） 

 ｄａｔａｎｕｍｂｅｒ：１．０以下のデータ数（ｄｎｕｍｂｅｒ／（１９＊１９＊＋１８）） 

 Ｍａｘを正確に求めるにはＢＯｘ１００－＞Ｂｏｘ１０００で調べる 

  

  ＢＯＸは、１．０以下の分解能を指定、逆数の分解能になります。 

  しかし、精度を上げると凸凹が多く見難くなります。 



例えば、ｎｅｗＯＤＦで大きく変化したデータ 

newODF  BOX100     BOX1000 

 

 

LaboTex 

 

 

 ｒａｎｄｏｍの判断基準は最大ピークに対し、左右が急激に落ち込むピークの検出です。 

 Ｇｈｏｓｔの多い解析法では、分解能を上げると判断できないのでＢＯＸ１００で評価を行った。 

 Ｍａｘは四捨五入ではなく、切り捨て表示を行っています。 


